
40年間で途上国に1,400を超える学校や図書館を設立

子どもたちが安心して学べる環境をつくるため、シャンティは
1981年の設立当時から本に触れる文化づくりと、教育の質の
向上を目指してきた。日本国内においても多様なバックグラウン
ドを持つ子どもたちが同じ時を過ごし、気持ちを共有すること
で、お互いを尊重し自己肯定感を育むことが大切だと考え、その
ための「居場所づくり」を現在も積極的に進めている。

紛争が続く地域や少数民族が暮らす地域では、学校に通え
ず絵本さえ見たことがない子どもが多く、現地の言葉で書かれ
た本も足りない。そこで、シャンティはそうした地域の人々が読
める絵本や教材を、2020年末までに521タイトル出版してきた。
また、同じく2020年末までに教育政策を担う途上国の行政職
員、図書館員、教員など３万8,000人に対して研修を行うとと
もに、424校の学校と1,003もの図書館・図書室を設置した。

これらの図書館・図書室を利用した人たちは、累計で1,600万
人を超える。

シャンティは子どもたちが安全に学べる場所を住民と一緒に
つくることと、学びたいと願うすべての人が参加しやすい活動を
提案・実践することを、常に念頭に置いている。学校や図書館
を設置するだけでなく、移動図書館を運営したり、読書推進イ
ベントとして「おはなし会」などを行ったりして、多様な世代の
参加に努めてきた。

2020年からは、日本で暮らす外国にルーツを持つ子どもた
ちの支援を開始。さらに新型コロナウイルス感染症の予防にも
注力し、海外では衛生用品や食料の配布、オンライン用の読み
聞かせ動画の制作などを行った。日本でもオンライン用の学習
動画とワークシートを作成し、子どもの自宅学習を支援している。

公益社団法人

シャンティ国際ボランティア会 1981年に日本で設立。「本を通した学びが生きる力を育み、
やがて一人一人の未来を開く力になる」と信じ、アジアの７カ
国８地域に専門性を持ったスタッフが滞在し、子どもたちへ
の教育文化支援、緊急人道支援を行う。

『おおきなかぶ』福音館書店、写真：川端 嘉文
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使用人の少女を暴力・虐待から守り、教育や職業訓練の機会を与える

シャプラニールは「子どもの明日を守る活動」「災害に強い
地域をつくる活動」「市民同士のつながりを促す活動」「社会
からの孤立を防ぐ活動」の四つを中心に行い、市民の立場から
貧困のない社会の実現を目指す。社会のさまざまな制度や仕組
みから“取り残された人々”への直接支援だけでなく、そうした
人々の周辺にいる地域住民や行政にも働き掛けて行動変容を
促し、根本的な問題解決につなげようとしている。

2006年から、バングラデシュで家事使用人として働く少女た
ちの支援を開始。数十万人いるともいわれる使用人の少女たち
は、教育などの権利を奪われているだけでなく、外から目が届か
ない閉ざされた家の中にいるため暴力・虐待の危険にさらされ、
死に至ったケースも出ている。そこで、少女たちが基礎教育や
職業訓練などを受けられる支援センターを開設。少女たちが未

来を切り開く能力を身に付ける場としてだけでなく、命を守る
シェルターの機能も持っている。

コロナ禍においては、ロックダウンで職を失った家族などを
対象に、食料配布などの緊急救援を実施。支援センターも一時、
閉鎖を余儀なくされたが、使用人の少女に宿題を届けるため雇
い主を訪問するなど、虐待への監視の目を光らせている。少女
の親や雇い主、少女たちを送り出している地方の地域住民の意
識啓発、少女たちを保護するための行政向けの政策提言などに
も、引き続き力を注ぐ。

日本では、2021年より在留外国人を対象とした支援を開始。
「日本の私たちも問題の当事者」であることを意識するよう呼
び掛けながら、支援のためのボランティア活動やイベントを開
催している。

認定NPO法人

シャプラニール＝市民による海外協力の会 シャプラニールは「睡蓮の家」という意味。特定の宗教・政
治などに属さない日本発祥のNGOで、2022年に50周年
を迎える。南アジアと日本で、「貧困のない社会＝すべての
人々が持つ豊かな可能性が開花する社会」を目指す。
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